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婦人科感染症 に対す るNY-198の 効果

桑 原 惣 隆 ・高 林 晴 夫 ・井 浦 俊 彦

金沢医科大学 産科婦人科学教室

矢 吹 朗 彦

石川県立中央病院 産婦人科

キノロン系合 成抗菌剤 であ るNY-198の 産 婦人科領域 におけ る各種感染症 に対す る臨床 効果 を検

討 した。

対象 は24～71歳 で骨盤 腹膜 炎7例,バ ル トリン腺炎3例,子 宮 内膜 炎2例,子 宮内感染症,卵 管

炎,腹 壁膿瘍,外 陰膿瘍,腎盂 腎炎お よび膀胱 炎の各1例,総 計18例 であ る。

NY-198は100mg含 有す る硬 カプセル剤で1日300～600mg,3～21日 間投 与 した。

併用剤 は避 け,自 他難 状,臨 床検査成績 お よび細菌学的検査成績 に より効果判定 を行 なった。 ま

た,副 作用調査 も行 なった。

以上の結果,子 宮 内膜炎,外 陰膿瘍,卵 管炎,腎盂 腎炎お よび膀胱 炎の 各1例 に著効,骨 盤腹膜 炎

の3例,子 宮 内感染症 とバル トリン腺炎の各1例 に有 効,骨 盤腹膜 炎3例 と子宮 内膜炎1例 にやや有

効の成績 であった。 したが って以上 を総括 す ると18例 中14例,77.8%に 効果 を認め た。

細菌学的効果 では,細 菌の証明 された16例 で消 失7例,減 少1例,不 変3例,菌 交代3例,不 明2

例の成績 を得 た。

副作用に関 し1例 にGOT値,1例 にBUN値 の高値 を認めたが因果 関係 はない と判断 した。

以上 より,NY-198は 産 婦人科領域 の感染症 に有用 な抗菌剤で あることを認めた。

キノロンカルボン酸系合成抗菌剤は優 れた抗菌活性 を

示すことが知 られている。この度新 しく開発されたNY-

198はキノロンカルボン酸の7位 にC置 換 ピペ ラジンを

導入した ものでノル フロキサシンやオフロキサ シンに匹

敵する強い抗菌力を示 し1),吸収,排 泄 も良好 な薬剤 であ

る2～5)。

今回,産 婦人科領域の感染症 に対 しNY-198を 臨床応

用する機会 を得たので その成績 を報告する。

I 研 究方法

昭和61年9月 よ り62年1月 までの期 間,金 沢 医科大学

病院,石 川県立中央病院,福 井愛 育病院産婦人科 を受診

した骨盤 腹膜炎7例,子 宮 内感染症3例,バ ル トリン腺

炎3例,卵 管炎,腹 壁膿瘍,外 陰膿瘍,腎盂 腎炎および

膀胱炎の各1例 を対 象 とした。

NY-198 100mgを 含有 す る硬 カプセル剤 を原則 として

7日 間連続投与 とし,1日300～600mg3～21日 間投与 し

た。

対象 とした患者は本剤使 用直前の抗菌剤 の使用 の有無

を調査 し,他 の抗 菌剤 との併用 を避 け,ま た,解 熱鎮痛

剤,消 炎剤,利 尿剤 などNY-198の 効果 に影響 を与 える

と考 えられ る薬剤 を避 けた。

臨床検 査 として はNY-198投 与 前後 の 赤血球,血 色

素,白 血球,血 小板 な どの血液所 見,S-GOT,S-GPT,

AL-Pase,ビ リル ビンなどの肝機 能,BUN,血 清 クレア

チニ ンなどの腎機能,赤 沈値,CRPお よび蛋 白,糖,ウ

ロビ リノーゲ ンなどの尿所 見 を測 定 した。

細 菌検査 につ いてはNY-198投 与開始 前お よび投与

後 に細菌の分離同定,細 菌数測定を検討 した。

効果判定 は以下の如 く行な った。

1. 臨床 効果

主治医の判定 によ り臨床症 状,臨 床検査 成績 な どの推

移 に基づ き著効,有 効,や や有効お よび無効の4段 階 ま

たは不 明 とした。

2. 細 菌学的効果

感染症の起 炎菌 と考 え られ る検出菌の消長に よ り消失,

減 少 または部分消失,不 変お よび菌交代の4段 階 または

不 明 とした。

3. 有用性

臨床効果 お よび安全 性 よりNY-198の 有用性 をa.非
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常に満足,b.満 足,c.ま ず まず,d.不 満,e .非 常に不

満の5段 階 に判定 した。

副作 用 と してNY-198投 与 中発現 した随伴 症状 の因

果関係 についてコメン トを記載 した。

II 成 績

今回,投 与対象 とした各疾患 においてNY-198の 効果

はそれぞれ次の如 くであ った(Table 1)。

骨盤腹膜 炎7例 中,6例 に認め られた起 炎菌はStrep-

tococcus agalactiae (1), Citrobacter freundii (1), Bacte-

roides fragilis (3), Escherichia coli (3), Pseudomonas

aeruginosa (1)お よびBacteroides vulgatus (1)であ り,

NY-198投 与によ り消失2例,減 少1例,菌 交代1例 お よ

び不明2例 の成績 を得た。

自他覚 症状 の推移 によ り7例 中,有 効3例,や や有効

3例,お よび無効1例 の成績 であった。

子宮 内膜 炎,子 宮 内感 染 の計3例 につ いて はNY-

198,600mg/日,5～10日 間投与 で著効1例,有 効1例 お

よびやや有効1例 で全例 に有 効性 をみている。

細菌学的にはStreptococcus morbillorumが 消失,E.

coliお よびStaphylococcus aureusに 菌交代 を認めてい

る。

バル トリン腺 炎の3例 で はNY-198,300～600mg/日,

3～11日 間投与で有効1例,無 効2例 であった。細菌学

的 にはStaphylococcus epidermidisが 消失,Peptostre-

ptococcus asaccharolyticusお よびE.coliに 不 変例 を

認めてい る。

その他 腎盂 腎炎,膀 胱 炎,外 陰膿瘍お よび卵管炎 に

著効 を認めた。細菌学的 には,E.coliの 証明 された3例

に菌消失,他 の1例 は不 明であった。

今 回NY-198の 投 与対 象 と した18症 例 中各1例 に

GOTま たはBUNの 高値 を認めたが本剤 に よるもので

はない と判断 した。その他副作用 を認め なかった(Table

2)。

III 考 察

新 しく開発 されたフ ッ素置換 キノロンカル ボン酸誘導

体NY-198は 強い抗菌力 を有す る経 口剤で吸収,排 泄 に

優れている。

今 回,NY-198を 偶盤 腹 膜炎7例,子 宮内感染症3例,

バル トリン腺炎3例,腎盂 腎炎,膀 胱 炎,卵 管 炎,腹 壁

膿瘍 お よび外陰膿瘍の各1例,総 計18例 に臨床応 用 し,

臨床症状お よび細菌学的検 査の推 移 より著効5例,有 効

5例,や や有効4例 および無効4例 の効果 を認めた。 し

たが って18例 中14例 で77.8%の 効果 を得た。

NY-198の 臨床第1相 試験成績 によると,血 中濃度 は

100～200mg投 与で投与後1時 間,400mg投 与 で1～3時

間に最高値 を示 し,抗 菌 スペ ク トル も優 れた抗菌力を示

し,ピ ペ ミド酸 をは るかに凌 ぎ,ノ ルフロキサシンやオ

フロキサ シンと同程 度の効果 を示 している。

今回の我 々の症 例 で起 炎菌 の証 明 され た ものは18例

中16例 で菌種 はEcoli (8), B. fragilis (3), S. aureus

(2), S. morbillorum (1), S. agalactlae (1), C. freundii

(1), S. epidermidis (1), P. aeruginosa (1), B. vuigatus

(1)お よびP. asaccharolyticus (1)でE.coli感 染が高頻

度 であった。

NY-198の 投与 によ り,E. coli 8株 中6株S. mor-

billorum, S. agalactiae, S. epidermidis, S. aureus, P.

aernginosa, B. fragilis, B. vulgatusの 各1株 に菌消失,

E. coli 1株 に減少,E. coli, S. aureus, P. asacchar-

olyticusの 各1株 に不 変,菌 交代 は症例No. 7, 12, 18に認

め られた。

以上 よ り細 菌の証 明された総数16例 中7例(43.8%)

に消失 を認めたこ とにな り,1例 に減少,3例 に不変,

3例 に菌交代 を認め ている。

NY-198投 与前後の臨床検査成績にて症例6に おいて

GOTの 高値 を示 した。また,症例7のBUNが 上昇 した

が,本 症例 は高齢 者であるため一時的 に上昇 した ものと

考 えられ本剤 の特異的副作用 とは考 えられなかった。

IV 結 論

キノ ロンカル ボン酸系合 成抗菌剤,NY-198を 内外性

器感染症 や尿路系 感染症 の18例 に経 口投与 によ り臨床

応用 し,症 状や細菌学的検索 により約78%に 有効性 を示

し,さ らに副作用 も殆ん どな く産婦人科領域で有効な経

口抗 菌剤 であることを認めた。
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NY-198, A NEW SYNTHETIC ANTIMICROBIAL AGENT OF QUINOLONE,

IN OBSTETRIC AND GYNECOLOGICAL INFECTIONS

SORYU KUWABARA, HARUO TAKABAYASHI, TOSHIHIKO IURA

Department of Obstetrics and Gynecology, Kanazawa Medical University, Ishikawa

YOSHIHIKO YABUKI

Department of Obstetrics and Gynecology, Ishikawa Prefectural Central Hospital, Ishikawa

We performed a clinical evaluation of NY-198, a new synthetic quinolone antimicrobial agent in 7 cases of

pelveoperitonitis, 3 each of intrauterine infection and bartholinitis, 1 each of salpingitis, abdominal wall abscess,
vulva abscess, pyelonephritis and cystitis.

After oral administration of NY-198 in a dose of 300-600mg/day for 3-21 days, we analyzed the effect on
subjective symptoms, clinical signs, bacteriological tests and the usual laboratory examinations.

In the 7 cases of pelveoperitonitis, clinical effect was good in 3 and moderate in 3. In 3 cases of intrauterine
infection, results were excellent, good and moderate in 1 case each. The effect was good in 1 of 3 cases of
bartholinitis. Excellent clinical effect was noted in 1 case each of pyelonephritis, cystitis, vulva abscess and
salpingitis.

From these data, 14 of a total 18 cases (77.8%) were improved by administration of NY-198. The drug had
antimicrobial effect on E. coli (6/8), S. epidermidis (1/1), S. aureus (1/2), P. aeruginosa (1/1), S. morbillorum (1/
1), S. agalactiae (1/1), B. fragilis (1/1) and B. valgatus (1/1), but none on S. aureus, E. coli or P. asaccharolyticus.
Replacement was seen in 3 cases.

As to adverse effects, abnormal value for GOT or BUN was noted in each one cases. But, those were not
thought to be due to NY-198.

Based on the present results, we suggest that NY-198 is a useful oral antimicrobial agent.


